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先に日浦ら8-1日 5)は,日本の各地から探躯 したオオムギうどんこ病菌 (Eqsz'F'hegrami-
nisDC tsphordh'Em Marchal) を6分系品種 に接種 した結果,11の phys10logic
racesに判別された.他方,世界各地-から収集された2.325のオオムギ品種に対 して,日

























かぶせ.15-25℃の温室内で第3薬期まで育苗 した.生育 した第3紫の 1箇所に,小筆の










どんこ病抵抗性遺伝子 JMIsnを持つ HordeumsponLaneumvarlransc叫)tcumVav (以下
H.spontaneumnlgrumと略す),HordeumsponEaneum6586(以下H.碑onLaneum6586と略す)




























Generation ｡｡mCbT10n:ti｡n ib, て_U.mbe'.o'p.'_olgenileSa芦zordin2M Zin3reCL;∩l3y_H
) iX 1 4 5 26 7 22 0 0 0 0 0 0
0-1×0-1 29 17 20 26 6 2 0 0 0 0
1×1-2 0 10 5 14 18 30 15 8 0 0
2×2-3 0 8 4 8 10 9 21 22 18 0





を示 した.そこで親菌株 h9およびH14よりも強い病原性を示 した菌糸を選んで交雑 (0
-1×0-1) して得られた第 2世代の雑種歯系を接種 した結果,46の菌糸が i-I-0を
示 し親菌株 h9およびH14と同じ非病原性であったが, 8菌糸は1- 1-2を示 し,交雑
親菌糸 (0-1)より強い病原性を示 した,つぎに,第 2世代の交雑親菌糸より強い病原
性を示 した菌糸どうLで交雑 (1×1-2)して第3世代の雑種菌糸を作 り接種 した結果,
10の砲系が1- 0の発病程度で非病原性を示 したが,23菌糸は2-2-3で第2世代交雑
親菌糸よりも強い病原性を示 した.さらに,第3世代の中から病原性が強 くなった菌系の
交雑 (2×2-3)で第 4世代の雑種蘭系を作 り接種 した結果, 8厨系がi10の発病程
度で非病原性を示 したが,18の菌糸は3で第3世代の交雑親菌糸よりも明らかに強い病原
性を示 した.つぎに,第4世代の病原性が3を示 した菌糸の交雑 (3×3)によって第 5










した第 二L世代における病原性の程度は89の菌糸が l～ 1-0で,親菌株 hgおよびH14と同
じ程度の非病原性を示 したが,7菌糸は0-1で親菌株よりもわずかに強い病原性を示 し
た.そこで,親菌株よりも強い病原性を示 した菌株の交雑 (0- 1×0-1)から得られ
た第2世代の雑種菌糸を接種 した結果,39の菌糸は i1 -0の発病程度で非病原性を示 し
たが,35の菌糸は0-1- 1で交雑親菌系よりわずかに強い病原性を示 した.つぎに,第
2世代の交雑親菌系より強い病原性を示 したものどうしの交雑 (0-1×1)で第3世代
の雑種菌糸を作 り接種 した結果,28菌糸が i～ト 0の発病程度で非病原性を示 したが,16
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Table2 PalhogenecltyOfhybrldproHLtnleSateachgeneratlOnderlVedfromcross
olavlulentstrains(h9× Hl)0lEry叫)hegTami'lSDC rsphordeIOnH SPOn-
Eaneum6586
Cenerat10∩ C'oss Numberorprof!PniesaccordLngtOlnlectlOntype
comblnat10n lI.' ro o 0-I 1 1-2 2 2-3 3 3-4
]'.I IXI 74 15 4 7 0 0 0 0 0 0
2 0-1×0-1 21 18 26 32 3 0 0 0 0 0
3 0-I×1 15 13 7 34 15 10 6 0 0 0
4 2×2 5 7 6 18 2& 10 20 6 0 0









菌糸は 1-2- 2で第 2世代交雑親衛系よりも強い病原性を示した.さらに,第 3世代の
中から選んだ病原性が強い歯系の交雑 (2×2)で第4世代の雑種菌糸を作 り接種 した結
莱,12伯系が非病原性を示したが,6菌糸は2- 3で交雑親菌系より強い病原性を示 した.













Cenerah0n Cross Number土.progen.es a_ccordlngtO_｣nlectLOnt旺 l
conlblnat10n lb) I-o o 0-11 112 2 2-3 3 3-4 4
iX1 73 16 6 5 0 0 0 0 0 0
0-1×0-1 35 26 4 32 3 0 0 0 0 0
1× 1 16 15 9 42 8 6 4 0 0 0
2×2 6 13 8 31 19 6 12 5 0 0







蘭系が i～ 1-0の発病程度で親菌株 h9およびH,4と同じ非病原性を示 したが,5菌系は
0- 1で親菌株 h9およびH-4よりもわずかに強い病原性を示 した.そこで親菌株 h9およ




















返 して作出した菌糸 H140は,H,sf,ontaneum6586に強い病原性を示 し,発病程度は3-
4であった.しかし,H.spo71tanelumm'grumおよびH vulgarevarE Indiaには非病原性




















































オオムギうどんこ病抵抗性逝伝子 JMIsnを持つ H spmLaneumnigrum,H.SponLaneum
6586およびH,vulgarevarE Indlaに対 して非病原性菌株間の交雑を行なうことによっ
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て,病原性の強い歯系が作出されたことについて述べた.非病原性の菌株 h9(感染型 :.)
およびHH (l)の雑種集団から選抜 した数個の雑種菌系は,抵抗性のオオムギ系統に対




くの雑種菌系は中間の病原性 (感染型 :2)から強い痛憤性 (感染型 :3-4,4)を持っ
ていることが認められた.第5世代目のそれぞれ病原性の強い雑種 3菌糸を用いて,1I
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